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 令和７年度学校評価報告書
 

 　　　　　　　　                                                        　　　令和８年３月31日
 　

 　北海道教育委員会教育長　様
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道虻田高等学校長　佐々木　雅　治　印

 　
 

 　次のとおり令和７年度の学校評価について報告します。
 

 １　本年度の重点目標

 (１)個性と創造性を伸ばすとともに、自ら学ぶ心を持った生徒を育てる。
 (２)礼儀正しい生活習慣の定着とともに、奉仕の心を持った生徒を育てる。

、 、 、(３)社会の変化に主体的に対応し 自己実現を図る意欲と能力を育てるとともに 自立の精神に溢れ
 　社会的責任を果たす心を持った生徒を育てる。

(４)何事にも積極的に参加し、困難に打ち克つ健康な身体と生命を尊ぶ心を持った生徒を育てる。

 ２　自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策
 
 評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果
 

  教育課程 ・基礎基本の定着を図るために適切な指導 ・地域と連携した積極的な教育活動は、
  を行っている。 今後も魅力発信に努め、生徒募集に一層

  ・生徒個々の学習状況に配慮し、わかる授 尽力してほしい。
  業の実施に努めている。 ・小規模校の強みを活かしたきめ細かな

 ・生徒が家庭学習に取り組むような工夫を 個別対応は、今後もこの特色ある指導を
  している。　 継続してほしい。

 ・生徒の習熟度に応じた指導の徹底に向
 け、生徒・保護者・教員が目標を共有し
 た取組を期待します。
 
 改善方策 ・生徒個々の学力に応じた個別指導を強化し、基礎基本の定着、進路実現に向けた学力

向上を図る。また、地域連携を深め、体験学習等を充実させ （地域）社会を創生する 、
 人材の育成に努める。　
 

  生徒指導 ・いじめ防止に向けた取組や発生時の対応 ・充実した相談体制と安心な環境を評価
  が適切に行われている。 する。地域と連携した見守りを強化し、

 ・生徒の様々な悩みに対応した適切な指導 生徒の自己肯定感を育んでほしい。　
 を行い、親身になって教育相談を行ってい
 る。
 
 改善方策 ・安心安全な学校づくりを推進するため、家庭・地域との連携を深め「チーム学校」と
 して生徒を見守る体制を整備する。
 

  進路指導 ・３年間を見通した系統的・計画的な進路 ・生徒一人ひとりの進路希望の実現に向
  指導を行っている。 け、今後も個々の状況に応じた手厚い支

  ・進路に関する情報や資料等が効果的に活 援と配慮をお願いしたい。
 用されている。 ・学校での多様な学びや経験が将来のキ
 ャリア形成に直結するよう、実社会を見
 据えた指導をお願いしたい。　
 
 改善方策 ・各学年における指導のねらいを明確にするとともに外部団体とも連携し、生徒のキャ
 リア形成に向けた効果的な体制を整備する。
 



 
 評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果
 

  特別活動 ・生徒はボランティア活動や体験的な学習 ・今後も学校の経験が、将来に繋がるよ
   健康安全 に積極的に参加している。 うになるよう指導をお願いしたい。

。 ・健康管理や安全指導を適切に行っている
 
 改善方策 　地域と連携を図り、社会貢献や体験的学習を通じて、生徒一人ひとりの自己肯定感を
 高める。
 

   教職員の ・校内研修は充分に実施している。 ・働き方改革の一層の推進に向け、クラ
  資質向上 ・働き方改革を意識し、調和のとれた生活 ウド活用によるICTを活用した校務の効率

 の実現を図るため、ワークライフバランス 化を継続し、持続可能な運営体制を構築
  に取り組んでいる。 してほしい。

 ・教職員の心身の健康を保持し、質の高
 い教育を維持する体制を望みます。　
 

改善方策 ・互いに学び合う意識を高め、課題共有による校内研修を活性化する。クラウド利活用 
による業務改善を促進し、教職員の調和のとれた生活の実現を図る。 

 
 
 

・ 自己評価書 「学校関係者評価 「学校評価報告書 「生徒アンケート結果 「保護者  「 」 」 」 」
 公表方法 アンケート結果」をＷｅｂページに掲載する。

 ３　添付資料
    自己評価書・学校関係者評価、生徒アンケート結果、保護者]アンケート結果、



令和７年度　自己評価書

学校名

1 本年度の重点目標

2 自己評価結果

大項目 中項目

教育課程等
の状況

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

特別活動の
状況

Ｂ Ｂ

保健・安全
指導の状況

Ａ Ａ

研修の状況 Ｂ Ｂ

働き方改革
の推進

Ａ Ａ

3 次年度以降の目標設定等に反映させる自己評価結果及びその改善方策事項

３　進路指導について、生徒のキャリア形成につながる効果的な指導に努める。
４　健康・安全指導について、危機管理能力の向上のため、外部機関との連携を強化し、防災教育に努める。

進路に関する情報や資料等が効果的に活用されて
いる。

生徒指導

進路指導

特別活動・
健康・安全

指導

教職員
資質向上

各教科等の
授業の状況

生徒指導の
状況

教育相談の
状況

進路指導の
状況

生徒個々の学力に応じた個
別指導を強化し、基礎基本
の定着、進路実現に向けた
学力向上を図る。また、地
域連携を深め、体験学習等
を充実させ、（地域）社会を
創生する人材の育成に努
める。

安心安全な学校づくりを推
進するため、家庭・地域との
連携を深め「チーム学校」と
して生徒を見守る体制を整
備する。

各学年における指導のねら
いを明確にするとともに外
部団体とも連携し、生徒の
キャリア形成に向けた効果
的な体制を整備する。

健康管理や安全指導を適切に行っている。

働き方改革を意識し、調和のとれた生活の実現を図
るため、ワークライフバランスに取り組んでいる。

校内研修は充分に実施している。

生徒はボランティア活動に積極的に参加している。

シラバス等を活用しながら教科指導目標を明確に
し、学習指導法や評価法等の研究に努めている。

地域と連携を図り、社会貢
献や体験的学習を通じて、
生徒一人ひとりの自己肯定
感を高める。

互いに学び合う意識を高
め、課題共有による校内研
修を活性化する。クラウド利
活用による業務改善を促進
し、教職員の調和のとれた
生活の実現を図る。

生徒に基本的生活習慣が身に付くように適切な指
導を行っている。

生徒の様々な悩みに対応した適切な指導を行い、
親身になって教育相談を行っている。

教育課程・
学習指導

北海道虻田高等学校　

進路実現のため生徒や保護者との面談等を充分に
行っている。

(１)個性と創造性を伸ばすとともに、自ら学ぶ心を持った生徒を育てる。
(２)礼儀正しい生活習慣の定着とともに、奉仕の心を持った生徒を育てる。
(３)社会の変化に主体的に対応し、自己実現を図る意欲と能力を育てるとともに、自立の精神に溢れ、社会的責任を果た
す 心を持った生  徒を育てる。
(４)何事にも積極的に参加し、困難に打ち克つ健康な身体と生命を尊ぶ心を持った生徒を育てる。

生徒個々の学習状況に配慮し、わかる授業の実施
に努めている。

生徒指導にあたり充分に保護者と連携をとってい
る。

いじめ防止に向けた取組や発生時の対応を適切に
行っている。

生徒が家庭学習に取り組むような工夫をしている。

１　教育課程・学習指導について、生徒の学力に応じた個別指導で基礎を固め、 地域連携による体験学習で、社会を創
　生する人材を育成する
２　生徒指導について、安心安全な学級づくりに努めるため、いじめの未然防止、早期発見、組織的な
　対応に努める。組織的な対応でいじめを防ぎ、家庭・地域と連携し、生徒の自己存在感を高める。

５　教職員資質向上について、クラウド活用で業務を効率化し働き方改革を推進。互いに学び合い、やりがいを実感できる
　職場環境の充実に努める。

小項目

達成
状況

取組の
適切さ

今後の改善の方策
評価項目・指標等

３年間を見通した系統的・計画的な進路指導を行っ
ている。

基礎基本の定着を図るために適切な指導を行って
いる。



令和７年度　学校関係者評価

学校名

1 本年度の重点目標

2 自己評価結果

大項目 中項目

教育課程
等の状況 Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

評価者の
意見等

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

評価者の
意見等

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

評価者の
意見等

特別活動
の状況

Ｂ Ｂ

保健・安全
指導の状
況

Ａ Ａ

評価者の
意見等

研修の状
況 Ｂ Ｂ

働き方改
革の推進 Ａ Ａ

評価者の
意見等

B Ａ

特別活動・
健康・安全
指導

生徒はボランティア活動に積極的に参加し
ている。 地域と連携を図り、社

会貢献や体験的学習
を通じて、生徒一人ひ
とりの自己肯定感を高
める。

Ａ Ａ B

校内研修は充分に実施している。

健康管理や安全指導を適切に行っている。

生徒個々の学力に応じ
た個別指導を強化し、
基礎基本の定着、進路
実現に向けた学力向
上を図る。また、地域
連携を深め、体験学習
等を充実させ、（地域）
社会を創生する人材の
育成に努める。

B

生徒指導にあたり充分に保護者と連携を
とっている。

教育相談の
状況

生徒の様々な悩みに対応した適切な指導
を行い、親身になって教育相談を行ってい
る。

生徒が家庭学習に取り組むような工夫をし
ている。

安心安全な学校づくり
を推進するため、家
庭・地域との連携を深
め「チーム学校」として
生徒を見守る体制を整
備する。

B

組織名 学校運営協議会

進路指導
の状況

各学年における指導の
ねらいを明確にすると
ともに外部団体とも連
携し、生徒のキャリア
形成に向けた効果的
な体制を整備する。

Ａ Ａ Ａ

取組の
適切さ

自己評価の結果
の内容の適切さ

各教科等
の授業の

状況

評　価　者

委員５名

適切である。

小項目

・今後も学校の経験が、将来に繋がるようになるよう指導をお願いしたい。

進路実現のため生徒や保護者との面談等
を充分に行っている。

評価項目・指標等

いじめ防止に向けた取組や発生時の対応
を適切に行っている。

B B

・働き方改革の一層の推進に向け、クラウド活用によるICTを活用した校務の効率化を継続し、持続可能な運営体制を構築してほしい。
・教職員の心身の健康を保持し、質の高い教育を維持する体制を望みます。

Ａ

互いに学び合う意識を高
め、課題共有による校内
研修を活性化する。クラ
ウド利活用による業務改
善を促進し、教職員の調
和のとれた生活の実現を
図る。

働き方改革を意識し、調和のとれた生活の
実現を図るため、ワークライフバランスに取
り組んでいる。

進路に関する情報や資料等が効果的に活
用されている。

重点目標
の適切さ

達成
状況

・充実した相談体制と安心な環境を評価する。地域と連携した見守りを強化し、生徒の自己肯定感を育んでほしい。

生徒指導
の状況

・地域と連携した積極的な教育活動は、今後も魅力発信に努め、生徒募集に一層尽力してほしい。
・小規模校の強みを活かしたきめ細かな個別対応は、今後もこの特色ある指導を継続してほしい。
・生徒の習熟度に応じた指導の徹底に向け、生徒・保護者・教員が目標を共有した取組を期待します。

今後の改善方
策の適切さ

取組の適切さ

基礎基本の定着を図るために適切な指導
を行っている。

教職員
資質向上

進路指導

・生徒一人ひとりの進路希望の実現に向け、今後も個々の状況に応じた手厚い支援と配慮をお願いしたい。
・学校での多様な学びや経験が将来のキャリア形成に直結するよう、実社会を見据えた指導をお願いしたい。

改善の方策

シラバス等を活用しながら教科指導目標を
明確にし、学習指導法や評価法等の研究
に努めている。

Ａ Ａ

　北海道虻田高等学校

３年間を見通した系統的・計画的な進路指
導を行っている。

(１)個性と創造性を伸ばすとともに、自ら学ぶ心を持った生徒を育てる。
(２)礼儀正しい生活習慣の定着とともに、奉仕の心を持った生徒を育てる。
(３)社会の変化に主体的に対応し、自己実現を図る意欲と能力を育てるとともに、自立の精神に溢れ、社会的責任を果たす心を持った生徒を育てる。
(４)何事にも積極的に参加し、困難に打ち克つ健康な身体と生命を尊ぶ心を持った生徒を育てる。

生徒指導

教育課程・
学習指導

生徒個々の学習状況に配慮し、わかる授
業の実施に努めている。

生徒に基本的生活習慣が身に付くように適
切な指導を行っている。



※各項目について、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄから選んで項目ごとに○印を１つ付けてください。

回答者 39名/39名
回答率 100.0%

項目 番号 小項目 A B C D

1 学校の雰囲気がよく、生き生きと学校生活を送っている。 28% 64% 8% 0%

2 虻田高校に入学して良かった。 38% 54% 8% 0%

3 ホームページや学校からの文書等を通して学校の様子などを十分に伝えている。 28% 54% 15% 3%

4 授業に集中して取り組んでいる。 26% 72% 3% 0%

5 先生は生徒の質問に丁寧に答えてくれる。 46% 51% 3% 0%

6 先生は授業を分かり易くするために、さまざまな工夫をしていると思う。 36% 64% 0% 0%

7 学校でいじめ防止に向けた取組や発生時の対応が適切に行われている。 33% 51% 15% 0%

8 生徒は服装、頭髪などをきちんとしている。 18% 62% 13% 8%

9 生徒は挨拶などの礼儀作法が身に付いている。 23% 62% 13% 3%

10 先生は学校生活について適切に指導している。 49% 46% 5% 0%

11 先生は必要に応じて生徒の相談にのってくれる。 56% 44% 0% 0%

12 学校は進路についての情報をよく知らせてくれる。 56% 44% 0% 0%

13 学校は生徒の適性や希望に応じた進路指導を行っている。 51% 41% 8% 0%

14 進路に関しての学習の機会がある。 59% 41% 0% 0%

15 ボランティア活動に積極的に参加している。 41% 44% 10% 5%

16 学校行事や生徒会活動に積極的に参加し、楽しんでいる。 38% 54% 8% 0%

17 モラルについて考えたり、社会のルールについて学んだりする機会がある。 36% 56% 8% 0%

18 健康管理や安全保持などの課題について学習する機会がある。 36% 62% 3% 0%

19 生徒は交通安全に心がけ、交通ルールを守って登下校している。 41% 46% 8% 5%

20 学校は生徒の健康や安全に関して適切に対応してくれる。 44% 56% 0% 0%

21 施設や設備が充実している。 18% 59% 21% 3%

22 自分は学校からの配布物を保護者へ渡している。 36% 44% 13% 8%

23 家庭で進路や学校生活等について話し合っている。 38% 49% 10% 3%

24 家に帰ってから家庭学習に取り組んでいる。 10% 38% 38% 13%

25 インターンシップは職業について理解するのに役立っている。 49% 51% 0% 0%

令和７年度　北海道虻田高等学校　学校評価アンケート（生徒合計用）

進
路
指
導

特
別
活
動

健
康
安
全

そ
の
他

全
体

学
習
活
動

生
徒
指
導

Ａ：そう思う Ｂ：どちらかといえばそう思う

Ｃ：どちらかといえばそう思わない Ｄ：そう思わない



※各項目について、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄから選んで項目ごとに○印を１つ付けてください。

回答者 26名/39名
回答率 66.7%

項目 番号 小項目 A B C D

1 雰囲気がよく、子供は生き生きと登校している。 19% 46% 31% 4%

2 虻田高校に入学させて良かった。 50% 38% 12% 0%

3 ホームページや学校からの文書等を通して学校の様子などを十分に伝えている。 12% 54% 35% 0%

4 授業内容がわかりやすく、個に応じた指導をしている。 8% 69% 19% 4%

5 生徒は授業に集中して取り組んでいると思う。 15% 77% 8% 0%

6 先生は生徒の質問に丁寧に答えてくれる。 15% 50% 31% 4%

7 先生は教え方にさまざまな工夫をしている。 12% 65% 23% 0%

8 いじめ防止に向けた取組や発生時の対応が適切に行われている。 15% 50% 31% 4%

9 生徒は服装、頭髪などがきちんとしている。 42% 54% 4% 0%

10 生徒は挨拶などの礼儀作法が身に付いている。 23% 73% 4% 0%

11 先生は学校生活について適切な指導をしてくれる。 19% 62% 15% 4%

12 先生は生徒を理解し、親身になって相談にのってくれる。 31% 42% 27% 0%

13 進路についての情報をよく知らせてくれる。 15% 62% 19% 4%

14 生徒の適性や希望に応じた進路指導を行っている。 12% 69% 12% 8%

15 各学年において、進路に関しての学習が適切に行われている。 15% 62% 19% 4%

16 生徒はボランティア活動に積極的に参加している。 42% 46% 12% 0%

17 生徒は学校行事に積極的に参加し、楽しんでいる。 31% 50% 19% 0%

18 学校でモラルについて考えたり、社会のルールについて学んだりしている。 23% 50% 27% 0%

19 学校で健康管理や安全保持などの課題について学習している。 15% 65% 19% 0%

20 生徒は交通安全に心がけ、交通ルールを守って登下校している。 27% 69% 4% 0%

21 学校は生徒の健康や安全に関して適切に対応してくれる。 27% 54% 15% 4%

22 心や身体の悩みについて相談しやすい。 12% 54% 27% 8%

23 施設や設備が充実している。 15% 50% 23% 12%

24 学校からの配布物を受け取っている。 27% 58% 8% 8%

25 家庭で進路や学校生活等について話し合っている。 31% 58% 12% 0%

26 生徒は家に帰ってから家庭学習をしている。 38% 50% 8% 4%

27 インターンシップは職業について理解するのに役立っている。 46% 42% 12% 0%

令和７年度　北海道虻田高等学校　学校評価アンケート（保護者合計用）

全
体

学
習
活
動
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徒
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導

進
路
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導

特
別
活
動

健
康
安
全

そ
の
他

Ａ：そう思う Ｂ：どちらかといえばそう思う

Ｃ：どちらかといえばそう思わない Ｄ：そう思わない


